
流域治水へのため池等の活用

【担当省庁】農林水産省

奈良県における取組

大和川流域治水対策における取組

【ため池の治水利用】

（現状）

○ 奈良県では、「大和川水系流域治水プロジェクト」を、農部局や河川部局
など横断的に連携しながら推進している。

○ これまで県全体で整備するため池治水利用の目標容量1,700千m3のうち、
364千m3を農部局で整備済。

○ 防災重点ため池の改修時に、水位低下方式により治水容量を確保しており、
高山ため池（生駒市）の整備では、治水容量を45,000m3確保する予定。

水位低下方式による治水容量確保
（高山ため池・生駒市）

余水吐

66㎝
切り欠き

余水吐に高さ66㎝の切り欠きを入れ
45,000m3の治水容量を確保。

（課題）

○ 浸水被害を軽減する地域が、ため池の受益地でない場合、ため池管理者に
とって、治水利用するメリットがないことから、ため池整備にあわせた治水
容量の確保に対し協力が得られにくい。

Ｂ地域
（浸水）

Ａ地域
（浸水しない）

Ｂ地域の浸水被害軽減のために、
Ａ地域のため池を治水利用するため
の協力が得られにくい

上流下流

農地

上下流の関係

国にお願いすること

【県担当部局】 食と農の振興部農村振興課

〇 ため池整備にあわせた治水利用に対する支援
流域治水プロジェクトと連携し、ため池整備に併せて治水容量を確保した

場合、確保した治水容量に応じて推進費を加算（1,000m3につき一定の割合な
ど）いただき、地方負担額の軽減をお願いします。

〇 防災重点ため池の整備や井堰更新の推進
計画的な事業推進のため、農村地域防災減災事業及び農業水路等長寿命

化・防災減災事業の予算確保をお願いします。

（課題）

○ 農業用河川工作物等応急対策事業は全面更新が対象とならないため、構
造上、部分更新ができない井堰の改修ができず、洪水時の操作に支障を来
している。

○ 井堰の全面更新に対する支援
治水の観点から、全面更新が必要な井堰についても、農業用河川工作物等

応急対策事業の対象とするようお願いします。

老朽化した井堰（河合町城内） 全面更新した井堰（大和高田市松塚）

【井堰の適正な管理】

（現状）

○ 洪水時に井堰が正常作動しなければ、浸水被害が発生するおそれがある。

○ 県内には約1,400箇所の井堰があり、そのうち大和川流域には約400箇所の
可動堰が設置されているが、老朽化が進行している。


